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物  質  名 エチレングリコール ＤＢ－9 

別   名 
1,2-ヒドロキシエタン 
1,2-エタンジオール 
エチレンジヒドラート 

C A S 番号 107-21-1 
PRTR 番号 第 1種 43 
化審法番号 2-230 

構 造 式 
 
 
 

分 子 式 C2H6O2 分 子 量 62.07  
沸 点 197.6 ℃ 1） 融 点 －13 ℃ 1） 
蒸 気 圧 0.092 mmHg(25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 2.54 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） －1.36 3） 水 溶 性 可溶 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 5,500 mg/kg 5）  
 マウス 吸入 LC > 200 mg/m3 (2ｈ) 5）  
 ラット 経口 LD50 4,700 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC > 200 mg/m3 (4ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、50、100、250、500、2,000mg/kg/dayを 2年間混餌投与した結果、
250 及び 500 mg/kg/day 群で尿細管上皮細胞質内へのシュウ酸カルシウム沈着を伴う変性の
発生率増加を認め、500 mg/kg/day以上群の雄及び 2,000 mg/kg/day群の雌で死亡率の増加、
体重増加の抑制、飲水量、蛋白尿、腎結石の増加を認めた。この結果から、NOEL は 100 
mg/kg/dayであった 6)。 
・Fischer 344ラット及び CD-1マウスに 0、40、200、1,000 mg/kg/dayを 2年間混餌投与した結
果、1,000 mg/kg/day群の雄ラットは 475日までに全数死亡したが、この間、体重増加の抑制、
血中尿素窒素及びクレアチニン、好中球、尿量の増加、赤血球数、ヘマトクリット値、ヘモ

グロビンの減少、尿細管上皮の過形成、尿細管の拡張、腎炎、副甲状腺の過形成、全身の軟

組織で石灰化を認めた。また、ラットでは 200 mg/kg/day 以上の群の雌の肝臓で軽度の脂肪
変性がみられ、1,000 mg/kg/day群の雌雄で尿中にシュウ酸カルシウムの析出、腎臓重量の増
加、雌で尿中に尿酸の析出を認めたが、マウスでは影響を認めなかった 7)。この結果から、

NOAELは 200 mg/kg/dayであった。 
・Sprague-Dawleyラット、Long-Evansラット、Princeton産モルモット、ニュージーランドウサ
ギ、ビーグルイヌ、リスザルに 10～57 mg/m3を 6週間（8時間/日、5日/週）吸入させた結果、
10 mg/m3群のウサギで結膜炎、他の動物種で肝臓の変化、57 mg/m3群では全動物種で肺及び

心臓に炎症性の変化を認めた。また、12 mg/m3を 90 日間連続吸入させた結果、ウサギでは
眼瞼水腫による開眼不能、ラットでは角膜の混濁を認めた 8）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344ラットに 0、40、200、1,000 mg/kg/dayを混餌投与した三世代試験の結果、投与に
関連した胎仔への影響を認めなかった 9）。この結果から、NOAELは 1,000 mg/m3であった。

・Sprague-Dawley CDラットに 0、1,250、2,500、5,000 mg/kg/dayを、CD-1マウスに 0、750、
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1,500、3,000 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 15日目まで強制経口投与した結果、両種ともに、
用量に依存した頭蓋顔面奇形、神経管奇形、体幹骨格形成異常などの奇形、吸収胚の増加を

認め、最高用量群では生残仔の 95％以上で奇形の発生を認めた。また、母ラットでは 1,250 
mg/kg/day以上の群で、母マウスでは 2,500 mg/kg/day以上の群で体重増加の抑制を認めた 10）。

・Sprague-Dawley CDラット及び CD-1マウスに 0、119、888、2,090 mg/m3を妊娠 6日目から
15日目まで吸入（6時間/日）させた結果、ラットの胎仔では 888 mg/m3以上の群で後肢の骨

化遅延を認めたが、奇形の出現はなかった。マウスの胎仔では 888 mg/m3以上の群で体重の

減少、外表及び内臓系、骨格系の奇形の発生率上昇を認めた。また、母ラットでは 2,090 mg/m3

群で肝臓の絶対及び相対重量の増加、母マウスでは 888 mg/m3以上の群で体重増加の抑制、

吸収胚の増加を認めた。この結果から、NOAELは 119 mg/m3であった 11）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・自動車修理工 10 人を対象とした調査で、同数の対照群と比較して、尿中の本物質及びアン
モニア濃度の有意な高値、尿中のグリコサミノグルカン濃度の減少を認めたが、本物質の作

業環境濃度は検出限界値（4.8 mg/m3）未満であった。このことから、主暴露経路は経皮吸収

であったと考えられ、空気中の濃度のみでは過小評価となり得ると指摘されている 12）。 
・報告されている症状として、初期にはめまい、意識混濁など中枢神経系に対する作用が強く、

次いで蛋白尿、乏尿などの腎障害を示す症状が現れ、まれに視力障害を伴う 13）。 
・20人の男性囚人ボランティアに濃度を変化させながら平均 49 mg/m3を 30日間（20時間/日）
吸入させた結果、臨床検査及び心理学的検査で影響を認めなかった。また、140mg/m3の暴露

で上気道に刺激を感じ、188 mg/m3の暴露では 15分間しか耐えられず、244 mg/m2では 1～2
分、308 mg/m3の暴露では直ぐに耐えられなくなった。この結果から、NOAEL は 49 mg/m3

（暴露状況で補正；41 mg/m3）であった 14）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 15） TLV-Ceiling 39 ppm（100 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中･長期毒性試験から得られたNOEL 100 mg/kg/dayとNOAEL 
200 mg/kg/dayがあり、共に腎臓への影響がみられているが、後者の方が供試動物数も多く、検
討も詳細であることから、200 mg/kg/dayを採用し、暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの知見から得られた NOAEL 49 mg/m3（臨床検査等で影響がみら

れない）を採用し、これを暴露状況で補正して 41 mg/m3 とし、試験期間が短かったことから

10で除した 4.1 mg/m3を暫定無毒性量として設定する。 
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